平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（書くこと）
プロトタイプＣ
単元：

BOOK 3，LESSON 6
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（書くこと）
評価規準：

スピーチ原稿を書くことができる。
評価方法：

【ライティングテスト】身近な人物を紹介するスピーチ原稿を書かせ，その出来を評価する。（「話すこと」との統合評価）

評価基準：A・B・Cの3段階

①②それぞれABCでつけて，数値変換して合計し，それをABCに振り分ける。

①言語的正確さ

A：言語的誤りがほとんどない。
B：いくつか言語的誤りがあるが，理解できる範囲の誤りである。
C：伝えたい意図が曖昧になるような言語的な誤りがいくつかある。

　②構成

A：より効果的な内容・構成である。
B：教科書のスピーチの型をほぼ踏襲している。
C：充分な情報量を備えていない。

評価課題：

　あなたの身近な人物を紹介するスピーチ原稿を書きなさい。

解答例：

[One-Day Camp]
In our school, we have a one-day camp in August. In this picture, we are making dinner together.
（ほかの解答例は省略）
留意点

ここは，言語活動への取組が評価規準ではなく，言語的な正確さなどが評価対象となる。したがって，意欲があっても，正確な英語で意図が伝えられていなければ基準を超えたとは判断されない。含めるべき情報は3つあるが，これらの情報が入っていれば，必ずしも3文で書かれていなくてもよい。




































